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世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
二
〇
二
一
」

に
お
い
て
、
日
本
が
調
査
対
象
の
一
五
六
か
国
の
う
ち
一
二
〇
位
だ
っ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
現
代
の
日
本
社
会
に
依
然
と
し
て
あ
る
男
女
格

差
、
一
方
、
人
々
が
伝
え
て
き
た
物
語
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
男
女
格

差
」
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
姿
が
語
ら
れ
て
い
る
。

神
話
や
昔
話
に
は
、
産
み
だ
す
母
神
と
し
て
の
女
性
神
の
み
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
女
性
神
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
各
文
化

圏
の
神
話
や
昔
話
に
あ
ら
わ
れ
る
「
女
性
神
」「
女
性
神
的
な
も
の
」
の
姿
、

機
能
、
力
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
れ
を
人
々
は
ど
う
と
ら
え
て
き
た
の
か

を
、
三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
、
北
原
モ
コ
ッ
ト
ゥ
ナ
ㇱ
氏
、
沖
田
瑞
穂
氏
、

坂
井
弘
紀
氏
に
報
告
し
て
も
ら
い
、
各
文
化
圏
に
お
け
る
「
女
性
神
」
の

特
徴
、
共
通
点
や
相
違
点
に
迫
り
た
い
と
企
画
し
た
の
だ
っ
た
。
今
大
会

の
三
浦
佑
之
氏
の
講
演
「
出
雲
神
話
の
女
神
た
ち
」
と
渡
邉
浩
司
氏
の
講

演
「
妖
精
モ
ル
ガ
ー
ヌ
と
妖
精
メ
リ
ュ
ジ
ー
ヌ
―
ケ
ル
ト
の
大
女
神
の
化

身
た
ち
―
」
も
こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
号
に
ご
寄
稿

く
だ
さ
っ
た
両
氏
の
論
文
を
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。
ふ
た
つ
の
講

演
と
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
合
わ
せ
、
日
本
、
ア
イ
ヌ
、
イ
ン
ド
、
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
神
話
や
昔
話
の
女
性
神
が
つ
な
が
る
こ

と
を
ね
ら
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
北
原
氏
と
坂
井
氏
の
報
告
に
つ
い
て
か
い
つ
ま
ん

で
紹
介
し
（
詳
細
は
両
氏
の
論
文
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
）、
残
念
な
が
ら

ご
寄
稿
が
叶
わ
な
か
っ
た
沖
田
氏
の
報
告
に
つ
い
て
は
や
や
詳
し
く
紹
介

す
る
。

北
原
モ
コ
ッ
ト
ゥ
ナ
ㇱ
氏
の
報
告
「
ア
イ
ヌ
の
火
神
は
な
ぜ
老
婆
な
の

か
」
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
祭
神
の
多
く
は
女
神
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
う

ち
火
神
は
特
に
重
要
な
地
位
に
あ
る
と
い
う
。
紹
介
さ
れ
た
伝
承
に
よ
る

と
、
火
神
は
、
飢
饉
の
と
き
地
の
果
て
の
沼
で
魚
を
取
り
国
中
に
投
げ
与

え
、
夫
が
水
の
女
神
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
る
と
水
の
女
神
と
争
い
、
ま
た
、

ゴ
ザ
編
み
の
最
中
に
人
間
の
女
が
危
篤
だ
と
い
う
知
ら
せ
が
く
る
と
、
墓

場
か
ら
魂
を
入
手
し
て
蘇
生
さ
せ
る
。
火
神
は
能
動
的
で
、
豊
穣
や
生
死

と
関
わ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
北
海
道
西
部
で
女
神
と
さ
れ
て
い

る
神
格
が
、
東
部
で
は
夫
婦
の
神
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
北
原
氏
は
、

神
の
性
別
は
確
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
神
の
性
別
と
祭
祀
上
の
慣
習
が

結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、「
神
話
に
お
け
る
女
神
像
は
、

神
話
を
必
要
と
し
、
生
み
出
し
て
き
た
人
々
の
要
請
に
沿
っ
て
変
容
し
た
」

と
い
う
松
村
一
男
の
説
を
引
き
つ
つ
、
ア
イ
ヌ
の
重
要
な
祭
神
が
女
神
で

あ
る
こ
と
も
、
祭
祀
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
し

【
第
四
五
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
神
話
と
昔
話
―
女
性
神
を
め
ぐ
っ
て
―
】

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
お
よ
び
報
告
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た
。坂

井
弘
紀
氏
は
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
女
神
・
女
戦
士
」
に
お
い
て
、

テ
ュ
ル
ク
系
諸
民
族
の
神
話
・
英
雄
叙
事
詩
に
登
場
す
る
女
神
や
女
戦
士

を
紹
介
し
た
。
ア
ル
タ
イ
、
カ
ザ
フ
の
神
話
に
お
け
る
「
最
初
の
女
」
エ

ジ
、
ハ
ワ
は
イ
ヴ
に
あ
た
る
。
マ
ニ
教
を
通
じ
た
セ
ム
系
神
話
の
影
響
だ

と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
女
神
ウ
マ
イ
は
テ
ン
グ
リ
（
天
空
神
）
の
妻
と

み
な
さ
れ
、
天
界
の
女
フ
マ
イ
は
バ
シ
ュ
コ
ル
ト
の
英
雄
叙
事
詩
『
ウ
ラ

ル
・
バ
ト
ゥ
ル
』
の
主
人
公
の
妻
で
白
鳥
に
も
な
る
。
カ
ザ
フ
の
伝
承
で

は
、
ウ
マ
イ
と
フ
マ
イ
が
鳥
の
姿
で
飛
来
し
、
人
間
に
火
を
も
た
ら
す
。

ウ
ズ
ベ
ク
の
英
雄
叙
事
詩
『
ア
イ
ス
ル
ウ
』
で
イ
ラ
ン
と
戦
う
ト
ゥ
ラ
ン

国
の
女
王
ア
イ
ス
ル
ウ
、
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
の
英
雄
叙
事
詩
『
四
〇
人
の
乙

女
』
で
四
〇
人
の
乙
女
を
率
い
て
侵
略
者
と
戦
う
女
戦
士
グ
ラ
イ
ム
、
格

好
い
い
戦
う
女
性
は
主
人
公
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
坂
井
氏
に
よ
る
と
、

騎
馬
遊
牧
民
族
は
基
本
的
に
父
系
制
ゆ
え
、
女
性
が
女
王
と
し
て
君
臨
す

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
か
ら
、
女
王
・
女
戦
士
は
理
想
像
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
と
い
う
。

沖
田
瑞
穂
氏
は
「『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
お
け
る
マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
に
見

る
少
女
と
母
の
一
体
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。

ヤ
ヤ
ー
テ
ィ
王
の
娘
マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
は
四
人
の
男
と
次
々
に
結
婚
し
て
、

彼
ら
と
の
間
に
一
人
ず
つ
息
子
を
儲
け
る
。
彼
女
は
「
四
つ
の
家
系
を
確

立
さ
せ
る
者
」
で
あ
り
、「
子
を
生
む
た
び
に
処
女
に
戻
る
と
い
う
恩
寵
を

授
か
っ
て
い
る
」。
彼
女
の
四
人
の
息
子
の
性
質
は
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
に
よ
っ

て
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
三
つ
の
機
能
（
主
権
、
戦
闘
、
生
産
）
と
関

連
し
て
お
り
、
マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
は
そ
の
全
員
の
母
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

汎
機
能
的
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
マ
ー
ダ

ヴ
ィ
ー
に
は
ケ
ル
ト
神
話
の
王
権
女
神
と
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、

女
神
が
自
ら
王
と
な
る
者
を
選
択
し
て
王
権
を
授
け
る
話
で
あ
る
、
ダ
ー

レ
王
の
ル
ギ
ド
と
い
う
同
じ
名
前
の
息
子
た
ち
の
話
を
示
し
た
。
そ
こ
で

は
、
王
権
は
始
め
醜
い
老
婆
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
兄
弟
の
う
ち
一
人
が
彼

女
と
寝
る
こ
と
を
承
諾
す
る
と
、
美
し
い
女
に
変
身
す
る
。
ま
た
、
王
権

女
神
は
鹿
と
関
連
す
る
が
、
そ
れ
は
マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
に
も
認
め
ら
れ
る
と

い
う
。
マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
は
、
ケ
ル
ト
の
王
権
女
神
の
よ
う
に
、
王
と
な
る

人
物
を
選
び
王
権
を
授
け
る
こ
と
は
し
な
い
が
、「
四
人
の
王
」
の
嫡
子
を

生
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
王
権
の
存
続
を
助
け
た
と
い
え
る
。

マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
の
「
少
女
・
処
女
」
と
「
母
」
を
行
き
来
す
る
性
質
に

つ
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
デ
メ
テ
ル
と
コ
レ
（
ペ
ル
セ
ポ
ネ
）
の
話

と
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
。
ハ
デ
ス
に
よ
っ
て
冥
界
に
連
れ
去

ら
れ
た
ペ
ル
セ
ポ
ネ
を
母
デ
メ
テ
ル
が
取
り
戻
す
こ
の
神
話
に
は
、
母
と

娘
の
一
体
性
が
み
ら
れ
、
母
か
ら
娘
、
娘
か
ら
母
と
い
う
循
環
性
が
あ
る
。

「
子
を
生
む
た
び
に
処
女
に
戻
る
」
マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
に
も
少
女
と
母
の
一
体

性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
沖
田
氏
は
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
少
女
と
母
が

循
環
す
る
神
話
的
思
考
は
現
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し

て
、
宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
を
挙
げ
、

少
女
と
老
女
を
行
き
来
す
る
主
人
公
ソ
フ
ィ
ー
に
、
マ
ー
ダ
ヴ
ィ
ー
や
、

デ
メ
テ
ル
と
コ
レ
に
み
ら
れ
る
「
女
性
に
お
け
る
時
間
の
還
流
と
そ
の
永

続
性
」
が
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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全
体
討
論
で
は
、
こ
の
テ
ー
マ
の
拡
が
り
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
火

と
女
性
、
灰
と
聖
性
、
灰
の
豊
穣
性
、
乙
女
・
処
女
は
成
人
し
て
い
る
が

未
婚
の
女
性
つ
ま
り
境
界
の
女
性
、
異
界
へ
誘
う
女
性
、
水
辺
に
出
現
す

る
女
性
、
戦
う
女
性
、
と
い
っ
た
話
の
内
部
で
語
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、

一
方
で
、「
女
性
神
」
の
話
を
語
る
の
は
女
性
か
、
ま
た
、
女
性
君
主
や
女

性
戦
士
は
現
実
に
存
在
し
た
の
か
、
現
実
の
世
界
に
お
け
る
女
性
の
地
位

と
「
女
性
神
」
の
話
の
関
係
は
、
と
い
っ
た
話
の
外
部
の
事
項
に
つ
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
や
質
問
が
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
務
め
つ
つ
、
私
は
グ
リ
ム
童
話
二
四
番
で
も

知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
語
圏
の
「
ホ
レ
さ
ん
」
を
考
え
て
い
た
。
豊
穣
の
女
神
、

泉
や
井
戸
の
女
神
、
糸
紡
ぎ
を
す
る
女
神
、
狩
り
の
女
神
、
生
死
の
女
神
、

と
考
え
ら
れ
た
ホ
レ
さ
ん
は
、
火
と
も
関
係
が
あ
り
、
そ
の
姿
に
は
美
し

い
女
と
醜
い
老
婆
と
い
う
二
面
性
が
認
め
ら
れ
、
他
文
化
圏
の
女
神
と
つ

な
が
る
存
在
で
あ
る
。

「
神
話
と
昔
話
―
女
性
神
を
め
ぐ
っ
て
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講
演

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
当
初
、
二
〇
二
〇
年
度
の
第
四
四
回
大
会
の
た
め

に
計
画
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
第
四
四
回
大
会
は
研
究
発
表
の
み
の
ウ
ェ
ブ
大
会
と
な
り
、
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
二
一
年
度
の
大
会
に
延
期
さ
れ
た
。
そ
の
第
四
五

回
大
会
は
結
局
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
が
、
二
年
越
し
の
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
無
事
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
も
関
わ
ら
ず
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
全

体
討
議
で
多
く
の
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

加
え
て
、「
第
四
五
回
大
会
サ
イ
ト
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ペ
ー
ジ
に
設
け
ら

れ
た
「
コ
メ
ン
ト
欄
」
に
は
二
〇
を
越
え
る
投
稿
が
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
終
了
後
も
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
。

日
本
、
ア
イ
ヌ
、
イ
ン
ド
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
神

話
や
昔
話
の
「
女
性
神
」
が
つ
な
が
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
講
演
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
各
登
壇
者
の
切
り
口
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
目
標
に
い
く
ら

か
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
追
究
す
べ
き
テ
ー
マ
が
み
え
て
き

た
こ
と
は
収
穫
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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